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大
村
市
で
は
昨
年
九
月
定
例
市
議
会
で
大
村
市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条
例
が
設
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大
村
市
青
少
年
問
題

協
議
会
委
員
、
幹
事

一〔
会
長
〕

一

市

長

大

村

純

毅

一〔
副
会
長
〕

一

市

助

役

渋

江

武

一ハ
委
員
〕

一ム
市
議
会
の
犠
員
H
市
議
会
議
長

森
周
作
、
市
議
会
教
育
民
生
委

員
長
一

欄
前
次

ム
関
係
行
政
機
関
の
職
員
H
長
崎

地
方
検
察
一
町
大
村
支
部
長
上
戸

恵
喜
夫
、
大
村
普
察
署
長
山
下

俄
見
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所

長
早
田
力
、
長
崎
県
大
村
保
健

所
長
田
代
文
夫
、
市
教
育
長

一

瀬
亘
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近
ご
ろ
青
少
年
の
保
説
、
健
全
な
育
成
と
い
う
と
と
が
叫
け
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

よアご

け
ら
れ
、
本
年

一
月
十
九
日
同
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

政

と
の
協
議
会
は
市
内
の
青
少
年

に
関
す
る
施
策
の
連
絡
調
整
を
は

か
り
、
そ
の
効
果
的
推
進
を
期
し

宵
少
年
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る

乙
と
が
目
的
で
、
お
も
な
事
務
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

①
宵
少
年
の
指
導
育
成
‘
保
髄
お

よ
び
き
ょ
う
正
に
関
す
る
総
合

的
施
策
を
た
て
る
た
め
に
必
要

な
事
項
の
調
査
審
議

②
右
の
総
合
的
施
策
の
適
切
な
実

胞
を
期
す
る
た
め
に
、
必
要
な

関
係
行
政
機
関
相
互
の
連
絡
調

整

市キナ大(毎月1日， 10日，20日発行)

正
し
い
調
査
が
で
き
る
よ
う
に

農

家

、

林

家

の

ど

協

力

を

昭和 35年 2月 l日
(昭和33年4月22日第三顧剤使物認可)

一
九
六
O
年
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
本
制
査
が
二
月
一
日
現
在

で
行
な
わ
れ
る
乙
と
は
、
す
で
に

ど
承
知
の
と
お
り
で
す
(
く
わ
し

い
乙
と
は

一
月
二
十
日
号
掲
載
)

本
調
査
は
予
備
調
査
と
同
じ
よ

う
に
調
査
員
が
農
林
業
を
営
む
各

家
庭
を
訪
問
し
て
、
質
問
記
録
し

ま
す
が
、
個
々
の
農
産
物
や
林
産

物
な
ど
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
調

査
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

そ
れ
で
調
査
の
対
象
で
あ
る
趨

家
、
林
家
等
の
理
解
と
協
力
が
な

(一)

く
て
は
正
確
な
制
査
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
調
査
員
の
質
問
に
対
し

て
は
正
し
く
答
え
て
い
た
だ
き
、

正
し
い
統
計
が
で
き
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
お
も
な
調
査
事
項

一

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
-

農
業
H

五
畝
以
上
の
田
畑

一

耕
作
者
ま
た
は
股
産
物
収
入
が

一

年
間
二
万
円
以
よ
の
も
の

一

マ
世
幣
員
の
状
況
(
股
業
従
事

一

者
、
主
業
兼
業
の
別
、

地
代
、

一

家
賃
等
の
牧
入
な
ど
十
項
目
)
一

マ
土
地
(経
醤
土
地、

保
衛
山
一

ム
家
庭
裁
判
所
の
職
員
H
長
崎
地
一〔
幹
事
〕

一〔
四
、
青
少
年
の
不
良
化
防

万
家
庭
裁
判
所
大
村
支
部
長
富
一
長
崎
地
方
検
察
庁
大
村
支
部
庶

一
止
に
対
す
る
関
係
業
者
の

川
峰
介

一

務
課
長
山
本
線
郎
、
長
崎
地
万

一
協
力
要
請
に
つ
い
て
〕

ム
学
識
経
験
者
リ
市
教
育
警
は
長
一
家
陪
裁
判
所
大
村
支
部
庶
務
課

一

興
行
場
、
遊
戯
場
、
質
問
、
飲

今
盟
和
夫
、
商
工
会
議
所
会
頭
一

長
速
一
勝
国
俊
、
大
村
警
察
署
防
一

食
白
、
玩
具
底
、
貸
本
自
な
ど

平
山
久
之
助
、
地
区
防
犯
組
合

一

犯
係
長
政
辺
作
治
、
大
村
公
共

一

の
業
者
か
ら
は
常
に
未
成
年
者

長
代
表
団
巾

要
、
市
連
合
帰
一

職
業
安
定
所
業
務
課
長
江
車

二

の
出
入
り
や
営
業
な
ど
に
つ
い

人
会
長
大
村
芳
子
、
青
年
会
議

一

夫
、
大
村
保
随
所
総
務
課
長
問

一

て
と
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

所
理
事
長
中
島
治
郷
、
公
民
自

一

一

戸
、
さ
ら
に
乙
の
協
議
会
の
名

吉
一

印
古
代
志
、
市
庶
務
課
長
渡
海
一

、7

連
絡
協
議
会
長
野
申
俊
明
、
市

一

一

で
関
係
業
者
ヘ
協
力
を
要
請
す

↑

栄
次
、
市
福
祉
事
務
所
長
吉
田
一

百
年
凶
連
絡
協
議
会
長
山
口
宜一

一

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

i

一

正
男
、
市
民
課
長
山
下
禿
夫
、
一

彦
、
大
村
区
保
護
司
会
長
小
佐
一

一〔
五
、
青
少
年
の
健
全
育
成

々
思
明
、
大
村
市
社
会
福
祉
協
学
校
教
育
課
長
緒
方
正
一
軒
、
社

一
に
対
す
る
各
種
団
体
の
協

議
会
長
松
尾
氏
雄
、
高
校
欝
察

会
教
育
課
長
渡
辺
仁
、
高
校
生

一
力
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
〕

連
絡
協
議
会
代
表
金
森
速
、
小
活
指
導
主
任
代
表
山
口
国
説
、

一

「肖
少
年
団
体
の
育
成
に
つ
い

中
校
瞥
察
連
絡
協
議
会
代
表
的
小
中
校
生
活
指
導
主
任
代
表
家

一

て
」
と
凶
避
が
あ
り
、
幹
事
会

田
部

一

宮
義
人

一

で
研
究
す
る
乙
と
と
な
り
ま
し

〔
そ
の
他
〕
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ

イ
レ
ン
が
早
く
取
り
付
け
ら
れ

る
よ
う
、
協
議
会
で
関
係
万
面

へ
働
き
か
け
て
は
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
村
市
長

は

「す
で
に
研
究
し
計
画
は
で

き
て
い
る
が
、
経
質
等
の
面
で

設
闘
で
き
な
か
っ
た
が
、
某
機

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
了
V

F

h

文

ι
1
T

サ

イ

レ

ン

、

t
K

4

E

州
イ

l
t

青

少
協
・
初
の
協
議
会
開
く

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
要
員
を
募
集

建
設
省
で
は
昭
和
三
十
四
年
度
に
引
き
続
き
「
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
要
員
」
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
度
産
業
開
発
腎
年
隊
中
央
陛
員
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
今
後
の
活
動

青

少

年

問

題

協

議

会

が

発

足

①
以
上
の
事
柄
に
つ
い
て
、
市
長
一る
た
め
、
必
要
な
場
合
に
は
専
門

や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
恵

一委
員
を
お
く
乙
と
が
で
き
、
関
係

見
具
申

}行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
学
識
経

協
議
会
の
組
織
は
会
長
お
験
者
の
う
ち
か
ら
市
環
か
任
命
し

ょ
び
市
議
会
の
議
員
、
関
係
行
政

一ま
す。

機
関
の
職
員
、
家
庭
裁
判
所
の
職

一

協
議
会
の
所
仕
工
事
務
に
つ
い
で
大
村
市
背
少
年
問
題
協
議
会
第
一

検
討
の
う
え
処
墜
9
る
乙
と
に
旧
十
区
つ
く
し
会
、
道
中
公
民

思
議
経
験
者
の
う
ち
か
ら
ニ
一委
員
や
専
門
委
員
を
補
佐
す
る
た

二

思
議
会
は

一
月
十
九
日
午
後
一

決
ま
り

ま

し

た

。

間

子

ど

も

会
、
諏
訪
八
区
少
年

十
名
以
内
を
委
員
と
し
て
市
畏
が

一め
、
幹
事
を
お
く
乙
と
に
な
っ
て

一二
時
か
ら
市
議
場
で
委
員
、
幹
事
一①
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
年
間
、
新
城
海
の
子
会
、
し
い
の

任
命
(
ま
た
は
委
嘱
)
し
ま
す
。

一お
り
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の

一お
よ
び
悶
田
県
婦
人
児
輩
課
長
ら
一

円
回
程
度
開
く
乙
と
に
な
り
ま

み

会

ム
そ
の
他
H
百
少
年
赤

委
員
の
任
期
は

二
年
で
、
一う
ち
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
こ
と
一三
十
警
が
出
席
し
て
聞
か
れ
よ

し

た

。

十

字
、
四
日
ク
ラ
ブ
、

B
B
S

ぺ
i
i
j九一
一
一
一
日
一
一
引

，
M
引
九
一
一一け
れ
-
れ
れ
れ
川
-
引
引
い
引
料
勺

t
J

会
長
は
市
長
が
あ
た
る
こ
と
に
な
比
な
っ
て
お
り
、
と
の
会
の
庶
務

一大
村
市
長
か
ら
委
員
二
十
名
、
幹
一〔
一
一
、
青
少
年
団
体
の
育
成

会
、
般
協
汀
年
部
、
百
年
会
議

一

を

に

一

ピ

を

た

の

し

ん

ま

し

た

。

と

れ

ら

の

運

動

の

一

つ

と

し

て

一

っ
て
お
り
、
副
会
長
は
委
員
の
互
)
福
祉
事
務
所
で
処
理
し
ま
す
二

軍

二
名
に
そ
れ
ぞ
れ
辞
会
委
一

に
つ
い
て
〕

所
)

;

苛

区

で
い
る
時
に
、
そ
こ
で
、

「長
思

議

守

宅

六

月

、

十

月

、

二
月
に
は
小

選
で
定
め
ま
す
。

一

な
お
、
委
員
、
幹
事
は
別
項
の
一付
さ
れ
、
副
会
長
に
雲
助
役
を
一

渡
辺
社
会
教
育
課
長
か
ら
市
内
一
〔
一
一
一
、

長

欠

児

童

の

原

因

究

一

市

川

警

が

入

っ
た
策
協
議
会
」
で
は
、
放
送
ふ

「「
一
掃
運
動

」
月

間

を

三

ま

た

、

専

門

の

震

を

調

盛

す

と

お

り

で

す

。

号

、

そ

の

あ

と

つ
ぎ
の
五
つ
の

一

百
年
団
体
の
現
況
に
つ
い
て
説一

明
と
対
策
に
つ
い
て
〕

一
一
心

切

り

、

悪

質

霊

室

妨

害
す
る
と
の
よ
v

つ

け
て
、
九
州
管
内
五
に
強
均
一

ー

l
J
h
i
一同
国
に
日
て
、
熱
心
に
話
し
合

一

明
が
あ
っ
た
あ
と
一
緒
万
学
校
教
育
課
長
か
ら
現

2
中

モ

苦
し
く
な
っ
た
な
雑
音
を
な
く
す
た
め
、
日
ど
な
辺
聖
展
開
し
て
お
り
ま
乙

林
等
九
項
目
)

一
し
ま
し
7

一①
巾
央
地
区
の
百
年
間
体
の
結
成
一
の
説
明
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
検

小

り

す
る
の
は
全
ろ
か
ら
雑
音
柔
住
ず
る
よ
う
が
、
と
く
に
今
月
は
モ
デ
ル
対

♂

マ
蓄
(
乳
塁
、
馬
等
六
項

一
〔
一
、
協
議
会
の
運
営
に
つ

一

促
進
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
一
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
三
一
く
不
愉
快
な
も
の
で
す

。

な

器
具
の
製
造
業
者

喜

男

策

と

し

て

、
大
村
市
の
忠
之

目
)

一

い
て
〕

一

ま
し
た
が、

一
に
調
査
製
す
る
と
と
に
な
り
一
乙
れ
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
に
、
低
気
雑
音
の
な
い
よ
う
な
街
地
を
対
象
と
し
て
、
と
の
運

~
一乙
と
が
戦
に
勝
つ
秘
決
。
と
兵
法

マ
出
用
機
械

(
股
作
業
の
使
用
一①
乙
の
協
議
会
の
喜
を
円
滑
に

高

具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は

幹

一

ま

し

た

。

一

よ

る

と

と

も

あ

動

を

行

な

い

ま

1
Lあ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常

状
況
雪
一項
目
)

一

す

る

た

め

幹

雲

喜

請

を

一

事
会
に
望

研

究
を
命
じ
ま
し
一
戸
現
在
、
市
内
学
校
の
長
欠
児
つ
は
ず
が
そ
の

楽

し

い

ラ

ジ

オ

・

テ

レ

ビ

に

す
の
で
、
と
の
三
の
行
為
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
観
察
し、

一

定
め
ま
し
た。

(幹
事
会
は
古
一

た

。

一

軍

は

、

大

村

市

小

思

す

校

生

活

一
ι

4
ノ立日
分
は
、
盤

機

会

に

、
雑

音

ヤ

u
u
持
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
、
立
派

マ
農
業
麗
用
労
働
(
臆
用
数
等
一

少
年
問
題
に
つ
い
て
の
い
ろ
い

一

(現
在
の
背
少
年
間
体
ム

E
一

指
導
部
の
調
べ
に
よ
る
と
、
中
五

光

灯
、
ネ

オ

ン

雑

音

迫

放

に

ど

協

力

を

を

な

く

し

て

、

土

よ

党

県

を

あ

げ

る

乙

と

が

で

き

る

五
項
目
)

一

ろ
な
事
項
を
調
質
研
究
し
て
、
一

間
休
日
一
一
一
問
、
鈴
問
、
茸
瀬
、
一
学
校
が
約
八
十
名
お
り
、
そ
の

一
叫
サ
イ
ン
、
電
気

き

き

よ

い
ラ

ジ

エ

u
か
ろ
う
。

マ
肥
料
(
商
事
)

一

そ
の
資
料
を
協
議
会
に
報
告
レ
一

室
、
怯
原
宵
年
間
、
竹
松
地
一
お
も
な
原
因
は
、
木
人
に
関
す
一
行
コ
タ
ツ
、

慣
気
バ
リ
カ
ン
な
ど
器
具
を
製
造
す
る
乙
と
、
あ
る

ォ
、
み
や
す
い
テ
レ
ビ
薬
し

ん
一

マ
農
産
物
(
各
農
産
物
の
聖
子
。
幹
事
の
互
理
で
正
副
会
一

区
公
民

1
7
2
2協
議
会
一

る
も
の
ふ
人
の
病
気
、
勉
弾
一
~
の
電
気
器
具
や
、
配
語
、

高
い
は
防
止
設
備
を
完
備
す
る
乙
め
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ど
協
力
二

。

乙
の
た
び
新
た
に
円
少
年

目

収

穫

量

販

売

額

等

)

一

時

寸

く

と

と

に

な

っ
て

一

M
M開
昨

日

開

会

一

計

許

可

制

止

町

村

U
U十
日

目

ど

は

日

程

制

時

抗

日

目

立

…
一日

刊

誌

科

目

マ
山
林
面
積
マ
保
有
山
林
の

一①
非
行
少
年
の
補
導、

育
成
に
芳
一

ム
少
年
団
体
日
ガ
ー
ル
・
ス
カ
一
な
い
な
ど
、
家
庭
に
よ
る
も
の
ぷ
受
信
機
か
ら
ラ
ジ
オ
へ
の
妨
害

具
か
ら
市
議
案
発
生
し
て
居
、
九
州
憶
力、

放
送
局
、
な
F

一島

県

、
同
じ
で
合
い
の
場

内
容
マ
植
林
、
肥
料
マ
林
一

め
て
い
る
大
村
B
6
2耳
の
代
一

ウ
ト
長
崎
第

一
回
、
ポ
1
イ
・
一

日
室
長
理
解
、
家
庭
の
災

一
三
ど
が
あ
り
、

と
く
に
最
近
の
ご
近
所
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
ど
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。

い

一で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
連
絡
、
調
整
が
で

産
物
マ
労
働
マ
主
業
な
ど
一

表
者
を
協
議
会
に
参
加
さ
せ
て

一

ス
刀
ウ
ト
大
村
館
ニ
問
、
ポ
l
一

宮
、
家
族
の
病
気
、
教
育
費
が
一
い
よ
う
に
、
活
気
器
具
の
使
用
が
受
信
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る

(長
崎
電
波
雑
音

一

き
、
さ
ら
に

一
般
市
民
の
理
解
と

(
庶
務
課
)
一
は
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
一
イ

・
ス
カ
ウ
ト
第
三
回
、
赤
佐
一
出
せ
な
い
、
家
計
の
手
助
け
な

一
わ
多
く
な
る
と
余
計
に
こ
の
雑
音
乙
と
の
な
い
よ
う
周
知
運
動
を

対
策
協
議
会
ザ

…

関
の
協
力
で
近
く
実
現
で
き
る

見
通
し
で
あ
る」

と
発
表
し
ま

し
た
り

今
後
乙
の
協
議
会
が
じ
ゅ
う
ぶ

ん
活
動
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
福
祉
事
務
一山
)

ム
事
業
開
始
四
月
一
日
の
予
定

一

0
・:
欝
視
庁
少
一

ム
作
業
時
間
午
前
八
時

t
午
後
一

年
課
の
制
べ
に

一

冗
時
(
季
節
に
よ
り
汚
慮
)

一

よ
る
昭
和
三
イ一

ム
作
業
人
員

十
名
(
女
子
)

一

三
年
度
に
お
け

.

ム
必
要
経
費

一
人
三
万
円
(
県
一

る
少
年
の
犯
界

社
協
か
ら
借
入
れ
予
定
)

一

不
良
行
為
の
即

ム
巾
込
二
月
十
二
日
ま
で
担
当
一

因
(
動
機
)
を

民
出
委
員
へ

一見
て
み
る
と
、
刑
法
犯
で
は
一
万

ム
作
業
員
の
選
定
傑
単

一九
千
七
百
十
六
人
で
、
家
庭
的
原

①
生
活
扶
助
並
び
に
と
れ
に
準
ず
一因
二
二
%
、
社
会
的
原
因
二一二
%

る
生
活
困
窮
者

一本
人
関
係
五
二
%
、
そ
の
他
一二
%

②
身
体
が
強
悦
な
人

(過
去
に
呼
一と
な
っ
て
い
る
。
罪
を
犯
す
一
歩

岐
部
柄
、
そ
の
他
大
病
に
か
か

二
千
前
の
不
良
行
為
は
十
九
万
二
千

り、

強
く
な
い
も
の
は
不
適
)

一四
百
三
人
で
家
底
的
原
因
同
九
%

③
な
る
べ
く
乳
幼
児
が
な
く

一
白
石
会
的
原
因

二一
%
、
本
人
関
係

巾
家
を
あ
け
て
通
勤
で
き
る
人
一三
五
%
と
な
っ
て
お
り
、
不
良
行

④
仕
事
に
対
し
て
家
族
の
理
解
、
一為
を
し
た
数
の

一
割
以
上
が
罪
を

協
力
が
得
ら
れ
、
根
気
強
い
人
一犯
し
て
、
そ
の
裁
き
を
受
け
た
乙

⑤
家
庭
に
老
人
も
し
く
は
小
、
伸
一と
に
な
る
。

学
生
な
ど
作
業
各
手
伝
う
人
が

一

O
:
家
庭
的
原
因
の
お
も
な
も

い
る
人

一の
は
、
刑
法
犯
、

不
良
行
為
と
も

@
年
令
は
巾
学
校
車
業
以
上
四
十
一
。
放
任
。
が
最
も
多
く
、

そ
れ
ぞ

五
才
以
下

一れ
七

t
八
割
を
占
め
て
い
る
。
社

⑦
適
当
な
保
証
人

一
人
を
得
ら
れ

一会
的
原
因
で
は
。
悪
友
の
膨
響
h
q

る
人

一が
九
割
程
度
と
な
っ
て
い
る。

(
大
村
市
社
会
福
祉
協
活
会
)

0
・
:
市
教
委
で
は
公
民
館
活
動

と
し
て
読
古
グ
ル
ー
プ
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、

乙
れ
は
子

ど
も
を
教
育
す
る
た
め
の
、
親
の

勉
強
会
で
、
幼
年
、
少
年
、
青
年

の
心
理
な
ど
を
お
と
な
同
志
で、

実
際
自
分
の
子
ど
も
の
行
為
と
、

比
べ
な
が
ら
熱
心
に
勉
強
し
て
い

る。

会;-…近く共同作業所を設置一一i
パ 0000000000 0000000000 

主 し人造真珠の作業員募集 ・社協で¥j

諏だへ担希し作す作 i宣告窮準地は福
訪 さ相当望て業る 業 其の者ずひ 生 祉大
七い談民のい員予月Ir珠たのるに活協村
氏。し生かまを定をのめ臼住乙伏議了1)
flJ て委たす募で設共、 立活れ助会社

く員 は。 鎖 、置同人史困に者で会

〈
一
入
隊
資
格

の
十
八
才
か
ら
ご
十
五
才
ま
で
の
者

②
義
務
教
育
終
了
者
ま
た
は
と
れ
以
上
の
学
席
扱
有
す
る
者
で



家
畜
の
飼
料
以
作
に
佳
い
。
そ
れ
一
七
め
、
鈴
田
地
エ
に
過
し
た
、
西

に
は
甘
一
緒
の
生
一
臣
賞
を
も
っ
と
切
一
瓜
の
栽
培
ぞ
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
岨
冊
減
一

①

鯉

の

共

同

養

魚

地
は
、
型
は
患
い
が
、
妻
)
根
も
一

(
竹
松
背
年
部
、
南

一
説
、
中
村

と
も
に
量
が
多
く
、
飼
料
用
と
し
一
言
、
永
田
栄
、

佐
野
建
)

て
最
適
で
あ
る
。
援
に
つ
い
て
一
議
官
年
間
で
は
、
昭
和
三
十

栽
培
の
方
法
を
詳
細
に
発
表
し
ま

一年
以
来
葛
城
の
控
活
用
し
、
倒

し
た
。

。
一
の
詮
魚
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

①

私

の

西

瓜

栽

培

布
地
息
平
を
高
め
る
川
到
を
発
表

(
鈴
田
背
年
団
、
森
川
郎
次
)
一
し
ま
し
た
。
将
来
市
の
観
光
資
源

畑
作
か
ら
、
現
金
収
入
を
摘
す
一
と
し
て
も
利
川
で
き
る
よ
う
に
と

ね
が
っ
て
い
ま
す
。
一
課
長
ら
を
姐
ん
で
、
「
今
後
の
農
一

一
部
に
は
現
在
胞
行
中

(金
丸

①

土

壌

調

査

に

よ

る

一

業
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
一
橋
t
大
上
向
橋
)
の
左
岸
の
工
事
↑

と
の
庸
に
潜
水
し
ま
す
。
仙
物

品

経

営

改

善

す

一

ア

l
マ
で
座
談
会
を
開
き
ま
し
一
を
実
砲
し
て
い
る
所
ヘ
ゴ
ミ
な
ど
，
メ
モ
休
が
幼
弱
で
す
か
ら
苗
の
取
り
一

(
松
原
吋
年
団
、
一細
川

汀

、

岩

本

一

た

。

一

を

捨

て

る

と

い

う

よ

う

な

と

と

L
V
o
l
-
-
l
i
l
i
-
-

扱
い
に
当
っ
て
は
、
根
を
乾
燥
一

総
)

一
な
お
、
県
大
会
の
代
表
に
は
、

一
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
地
元
お
よ
一

い

の

移

植

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、

ま
た
第

一

松
原
判
年
間
で
は
、
産
業
部
の
一
つ
ぎ
の
凶
つ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

一び
一
般
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
一

竺
問
移
植
は
一

先
き
を
つ
ま
ん
で
作
業
し
ま
す

一

活
動
と
し
て
、
地
区
内
の
股
耕
土
一
県
連
盟
研
究
雲
(
二
月
中
一
す
。

一

時
に
は
若
い
程
容
易
諸
時
に
は
協
に
当
ら
な
い
よ
~

脱
の
器
世
話
べ
、
経
営
的
改
善

一旬

於

佐

世

保

市

)

一

な

お

、
大
上
一戸
川
だ
け
で
な
く
「
踏
込
み
の
経
済
も
あ
う
順
次
に
陣
子
に
籾
目
の
防
よ

一

と
く
に
施
肥
の
合
理
的
な
改
善
、一
@
私
た
ち
の
農
業
経
営
の
一
思
考
一
他
の
河
川
に
も
こ
の
よ
う
な
と
と
一一
る
の
で
、
双
葉
が
展
開
し、
実
け
建
造
っ
て
日
射
を
さ
け
ま

一

制
作
耕
の
必
型
住
を
知
ら
せ
る
貴
重
一三
浦
背
年
間
、
山
中
良
信

外

一

の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す。

一一
の
基
の
表
れ
る
前
が
適
期
に
な
す
。
移
楠
後
は
断
根
し
て
い
る
一

言
器
提
供
し
ま
し
た
。
皇
室

壊
調
査
に
よ
る
経
営
改
善
、

一(
諌
霊
木
事
務
所
、
市
建
設
憩
ふ
り
ま
す
。
瓜
類
は
あ
ら
か
じ
め
た
め
徒
長
の
う
れ
い
は
少
な
い
一

ご
と
に、

数

カ

所

会

Z一
松
原
車
問
、
一

糊

汀

外

一

l

i

l

-

-

一一
一一
回
間
引
い
て
徒
長
し
な
い
よ
の
で
、
一

t
二
日
聞
は
腸
よ
け
一

尿
取
し
、

あ
ら
ゆ
る
商
か
ら
検
定
一
県
股
警
少
年
実
理
表
大
会
一

引

揚

者

更

生

資

金

の

一一
つ
に
育
て

γ本
時
三
枚
の
乙
ろ
立
を
理
っ
て
日
射
披
ひ
に
床
温
一

を
行
な
い
、
乙
れ
に
も
と
づ
い
て
一
(
一
一
月
下
旬
議
事
一

申

込

み

は

刊

日

ま

で

一

移
植
し
ま

o
t苦
痛
め
な
上
昇
に
よ
る
義
理
防
ぎ
、

4

1
肥

計

耐

を

立

て

て

い

ま

す

。

今

一

一

一一
い
よ
う
に
削
り
取
り
、
指
で
孔
ん
だ
ん
腸
に
な
ら
し
ま
す
。
活
一

後
さ
ら
に
、
成

人

男

協

力

毒

一O
畑
作
改
善
と
今
後
の
問
嵐
、
玖

一

本
紙
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
一一
を
あ
け
な
が
ら
、
捕
え
る
根
元
護
は
潜
水
を
で
き
る
だ
け
控

一

て
、
全
家
庭
に
お
よ
ほ
す
乙
と
を
一品
開
口
ク
ラ
ブ
仰
原
則

一た
引
縄
者
一塁
資
金
の
貸
し
付
け
一一
に
や
や
深
目
に
土
を
織
り
上
げ
え
目
に
し
て
、

従

雲

防
ぎ
根
一

研
究
用
で
す
。

一O
甘
北
の
国
描
栽
培
、
制
訪
問
H
一に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
期
日
が
ふ
植
条
の
聞
に
傑
い
山容
立
て
て
併
の
発
述
を
は
か
り
ま
す
。
一

言

、
指
導
望
者
、
祖
谷

7
ラ

ブ

ギ

山

清

見

一

二

月

二

十

日

と

な

っ
て
い
ま
し
た

T
i
-
-
i
!
!
l
i
t
-
i
L

一

一

が

都

合

に

よ

立

頁

十

日

で

締

切

一
申

告

期

限

一

月

十

六

一

資
梢
は
本
年
一
二
月
三
十
一
日
現
在

普
及
単
掛
所
長
、
政
辺
社
主
教
育
一
(
市
教
委
社
会
教
育
課
)
一

司

、

一

一

ihii、
!
ャ
ト

i
i
i
i、
!

!

!

!

一
り
ま
ヲ
の
で、

矛
望
の
刀
た
は
早
一

日

ま

で

の

償
却
資
産
の
申
一
で
満
十
八
才

t
二
十
二
才
の
女
子

。l
i

:

一
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一告
に
つ
い
て
未
申
告
の
万
は
、
早
一
申
し
込
み
は
二
月
五
日
ま
で
竹
松

間

違

わ

な

い

で

下

さ

い

一

菜
、

乙
の
貸
付
金
は
、
県
が
一く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
旦
部
隊
総
務
科
へ
。
(
竹
松
部
隊
)

一

ー

一議
を
保
証
し
、
国
債
を
担
保
に
一告
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
、
第
一

1
1

1

1

1

1
1

ゴ

ミ

す

て

場

で

は

あ

り

ま

せ

ん

一貸
し
付
け
る
も
の
で
、
第

一
回
申
一訴
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い

。

一

社

協

へ

寄

付

i

一し
込
み
に
、
も
れ
た
か
た
以
外
で

一

(脱
務
課
)
一
市
内
皆
同
郷
二
一
ニ
八
用
恒
夫
さ

大
上
向
川
の
災
者
復
出
工
事
は

一ま
す
。
と
の
よ
う
な
と
と
は
河
川
一
も
生
活
困
窮
者
、
高
令
者
、
母
子
一

1
1
1
1
1
1
11
1

1

一
ん
は
、
一
月
十
八
日
亡
母
ル
イ
さ

順
調
に
選
ん
で
い
ま
す
が
、
川
の
一
の
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た
し
、
一家
庭
な
と
で
あ
れ
ば
申
し
込
む
と
一
タ

イ

ピ

ス

ト

募

集

一ん
の
忌
明
に
三
万
円
を
社
会
福
祉

な
か
を
o
汚
物
や
ゴ
ミ
の
投
げ
す
一
ま
た
市
街
の
美
観
、
衛
宜
上
か
ら
一
と
が
で
き
ま
す
。

一

竹
松
部
隊
で
は
邦
文
タ
イ
ピ
ス

一
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

て
場
所
寸
に
し
て
い
る
人
が
あ
り
一
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

(福
祉
事
務
所
)

一ト
一
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

(

社

会

福

祉

協

議

会

)

本
市
農
業
の
問
題
点
を
研
究

(二)

若
い
人
た
ち
が
熱
心
に
取
組
む

青
年
団
、
四
H
一作
業
が
続
く
な
か
で
、
州
橘
閣
の

一
た
。
現
在
今
村
の
背
年
団
で
、
雌

ク
ラ
ブ
に
よ
る
産
一
増
摘
、
管
理
を
ど
う
す
る
か
と
い
…
協
の
融
資
を
受
け
て
、
十
三
人
が

業
研
究
発
表
大
会

一
う
と
と
を
待
え
、
作
業
日
誌
、
家
一共
同
建
鶏
を
行
な
っ
て
い
る
状
況

は
、
去
る
一
月
一二
計
縛
等
の
記
悩
生
婦
を
は
じ
め
ま
一
を
発
表
し
ま
し
た
。

十
日
、
中
央
公
民
一
し
た
。
乙
の
調
査
を
も
と
じ
し
て
一
①
畑
作
改
善
と
今
後

舘
で
行
な
わ
れ
ま
し
た。

本
年
は

一
経
営
改
善
に
つ
と
め
、
年

間

章

一

の

諸

問

題

発
表
者
の
数
は
少
な
か
っ
た
の
で
一
じ
て
の
労
働
の
平
均
化
、
山
山
閑
則

一

一

一

(

政

島

四

H
ク
ラ
ブ
、
初
原
潮
)

す
が
、
そ
の
内
容
は
い
ず
れ
も
、
一
の
余
暇
の
利
用
に
、
よ
い
結
果
を
一

一

一

本

庁

地

区

の

近

郊

脱

家

は

、

経

本
市
農
業
の
当
面
す
る
問
題
を
と
一
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
一

一

一

営

規

模

か

小

さ

く

、

兼

業

農

家

が

ら
え
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
一
福
田
君
は
、
本
格
的
に
甘
橘
昌
一

一

ョ

一

多

い

。

と

く

に

、

甘

語

と
安
を
主

そ
の
発
表
内
容
、
発
表
者
は
つ
ぎ
一
培
を
は
じ
め
る
と
と
を
決
心
し
、
一

1

↑

一

件

と

す
る
州
作
は
、
行
き
づ
ま
り

の

と

お

り

で

す

。

て

年

閥

、

先

進

地

、
静
州
県
の
邸周一

の
犬
況
こ
あ
り
ま
す
。
乙
れ
を
改

①

私

た

ち

の

農

業

経

一

家
に
住
み
込
ん
で
、
実
習
を
し
ょ
一
ヰ

一

ァ

一

一

脅

す

る

に

は

、

や

は

り

、

柑

摘

を

営
の
一
思
考
一
が
ら
問
先
を
し
て
き
ま
し
た
。
静
一

一

一

と

り

入
れ
る
乙
と
だ
と
、
柳
原
君

(
三
浦
背
年
回
、
山
中
良
倍
、
福
一
岡
県
の
場
合
と
、
比
較
レ
な
が
ら
一

一

一

は

三
0
ア
ー
ル
の
成
木
闘
の
経
験

田
寅
次
、
原
孝
夫
、
共
同
研
究
)
一
三
浦
の
実
践
を
分
析
し
、
そ
の
問
ケ

一

1

一
カ
ら
、
強
調
し
て
い
ま
す
。
し

一ニ
君
は
、

一ニ
浦
地
区
の
農
業
に
一
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
こ
一
ー

一

』

一

か

し

、

幼

木

を

増

殖

し

て

、

七

t

重
点
的
に
取
り
よ
げ
ら
れ
よ
う
と
一
今
後
の
対
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
↑

一

一

八

年

、

収

入

が

な

い

間

の

経

慣

を

し
て
い
る
柑
橘
栽
培
に
つ
い
て
、
一
山
中
君
は
、
柑
橘
と
笛
産
を
組
一

一

-

A

一ど

V2ま
か
な
う
か
。
県
、
市
の
長

山
民
家
の
立
場
か
ら
櫨
々
の
検
討
を
一
み
合
せ
た
経
営
を
考
え
ま
し
た
。
一

一

一

期

融

資

を

要

望

し

て

い

ま

す

。

加
え
て
い
ま
す
。
一
柑
橘
闘
の
肥
料
自
給
化
と
、
州
橘

一

原
君
は
、
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
リ
一
の
騒
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
一
①
甘

誌

の

直

播

栽

培

の
耕
地
を
経
営
す
る
農
家
の
長
男

一
で
の
、
現
金
収
入
を
ね
ら
い
と
し

一
(
諏
訪
四
日
ク
ラ
ブ
、
須
山
清
見
)

で
あ
り
ま
す
が
、
年
中
は
げ
し
い
一
て
、
ま
ず
盤
鶏
を
と
り
上
げ
ま
し
一

今
後
の
甘
踏
の
利
用
州
値
は
、

(第236号)りよ7ご政市村

心

こ

も

っ

た

み

や

げ

も

の

(
自
動
市

ω
ス
リ
ッ
プ

に
よ
る
事
政
防
止
)

「

以
が
ス
リ
ッ
プ
し
な
い

よ
う
に
、
こ
の
わ
ら
じ
を
は
か
し
て
く
ん
ろ
」

大
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市
で
は
h0ザと一二一毎時月
の
収
入
か
ら
、山鹿
同
作
物
を
売
一
で
き
る
よ
う

に

組

合

に

加

入

し

、

一

一

@
病
気
、
負
儲
な
と
の
医
療
抑
枕μ
 

?うごつ己した

2ら
警
豆
一7つ
た
と
き
き
、
少

tレず
宅
つ
で

Zも
喜
一
ま
た
塑
口

2
2
2は
組

合

一

自

作

農

維

持

創

設

資

金

の

一

に

充
当
し
ょ

2
す
る
安
口
(
目

的

げ

は

一れ

れ

同

刊

行

λ
比
一
日
わ
れ
打

Y
だ
く

よ

う

呼

ぴ

一

借

入

中

込

を

受

付

加

日

ま

で

一
目
的
終
日
十
時
間
以
断
書
お
よ

だ
く
三
と
が

一組
合
に
叩
入
し
て
い
る
と
、
納
期
一

二
月
か
ら
三
月
ま
で

「納
税
組
一
市
段
業
委
員
会
で
は
昭
和
三
十一

の
中
尉
以
下
の
農
家
で
あ
る
と
と
一

①
災
害
に
よ
る
減
収
の
た
め
の

で
き
る
か
、
と

一を
忘
れ
て
、
督
促
状
を
も
ら

2
一
合
設
立
月
間
」
と
し
て
ま
だ
納
税
一
五
年
度
の
自
立
維
持
創
設
資
金
一

歪
営
規
慎
が
三
者

?

、
C
手
一再
建
資
金
と
す
る
場
合
(
五
号
泣

一

一

一

l

一定

4
土

1
J寸
v
L
一
金
)
:
市
長
の
発
行
す
る
証
明
百

い
つ
も
頭
を
悩
一
い
う
よ
う
な
、
い
や
な
思
い
を
し
一
組
合
の
な
い
町
内
に
係
員
百
旦
配
分
要
求
の
賢
料
に
す
る
た
め
、
一

業
ま
た
は
第
一
種
兼
業
農
家
で
あ
一
を
添
付
す
る

ま
し
て
い
ま
す
否
、
紙
芝
し
て
納
税
す
る
乙
一
い
て
、

す
す
め
に
ま
い
り
ま
す
の
一
同
資
金
の
借
入
希
望
者
を
つ
ぎ
の

一
っ
て
、
つ
ぎ
の
用
途
に
供
す
る
場
一
色
債
返
済
の
資
金
と
す
る
場

が
、

一
つ
だ
け
一

と
が
な
く
な
り
ま
す
。
一
で
、
皆
さ
ん
の
ど
協
力
を
お
願
い
一
要
領
で
調
査
し
て
い
ま
す
。

一

合
に
の
み
希
望
に
応
じ
て
貸
出
さ
一
合
(
六
μ
門
員
金
)・

一号
か
ら
五

そ
の
万
法
が
あ一

い
ま
市
内
で

一
般
市
税
八
十
八
一
し
ま
ず
。
(
税
務
課
)
一
借
入
れ
を
希
望
す
る
人
は
関
係
一
れ
ま
す
。

一号
ま
で
の
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た

る
の
で
す
。

一組
合

(円
千
五
人
)
保
険
税
百
二
一

1

1

1

1

1

1

1

一
実
行
組
合
か
ら
践
協
を
経
由
し
て
一

①
自
作
地
購
入
の
資
金
と
す
る
一
品
の
返
済
に
充
当
し
ょ

2
7

そ
れ
は
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
一十
六
組
合
(三
千
三
百
二
十
四
人
)
一

松

く

い

虫

防

除

士
百
三
十
日
ま
で
(
期
日
厳
守
の
一
場
合
(
一
号
資
金
)
:
知
事
の
発
一
る
場
合
で
、
負
債
証
明
書
お
よ
び

ま
た
は
組
合
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
一
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
組
合
で
盟

に

損

失

補

償

金

一

と
と
)
山
菜
委
員
会
ヘ
申
し
込
ん
一
行
ず
る
売
買
許
可
翠
~
寸
を
添
付
す
一
そ
の
原
因
を
註
q
J
る
苦
闘
を
添
付

と
と
で
す
。

一則
内
に
納
付
さ
れ
た
税
金
に
対
し
一
と
と
し
の
二
月
十
日
ま
で
に
松
一
で
く
だ
さ
い

。

一

る

。

一
す
る

。
納
税
は
臼
が
け
片
が
け

υが
一て
は
報
償
金
(
昭
和
一
ニ
十
三
年
度
一
喰
虫
駆
除
等
を
実
施
さ
れ
る
か
た
一
乙
の
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
は一

②
小
作
地
問
入
の
白
金
と
す
る
一
い
ず
れ
も
二
十
日
円
を
敢
両
限

け
。
と
い
う
原
語
を
ご
覧
に
な
る
一の
普
通
税
、
保
険
脱
の
報
償
金
は
一
は
、
損
失
補
貨
を
受
け
る
こ
と
が
一
法
の
規
定
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
一
(
二
号
資
金
)
右
こ
同
じ
一
度
と
し
、
年
利
五
分
、
一一一
年

出

一

一

一

一

t

一
二
十
年
償
還
。
情
交
の
場
合
保
証

と
思
い
ま
す
が、

こ
の
こ
と
ば
を
一万
三
寸
七
万
一
千
円
)
を
交
付
し
一
で
き
ま
す
の
で
、
山
蜂
附
ま
た
は
一
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
用
途
一

@
遺
産
相
続
に
よ
る
股
地
の
川
一

一

一

一

一

一
人
二
名
ま
た
は
抵
当
物
牛
が
必
語

文
学
ど
お
り
実
行
に
移
す
の
が
納
一て
い
ま
す
。

一

市

山

林

一

課

ヘ

申

請

討
を
出
し
て
く
一
貸
付
条
件
な
と
に
つ
い
て
一
通
り一
分
化
防
止
の
資
金
と
す
る
場
合

一で
す
ο

そ
の
他
く
わ
し
い
乙
ど
は

税

貯

首

組

合

で

す

。

一

そ

れ

で

市
で
は
納
税
者
の
豆
だ
さ
い
。
な
お
、
様

方

法

足

音

し

ま
す
。

一

(一
一
一
言
金
)
仙
の
相
続
人
の
同
一山
業
委
員
会
割
務
局
へ
問
合
せ
て

毎
同
の
売
り
上
げ
の
な
か
か
ら
一ん
が
一
名
で
も
多
く
容
易
に
完
納
一
来
ど
お
り
で
す
。
(
農
林
謀
)
一

ム
貸
付
対
象
農
家
は
そ
の
地
方
一
意
書
を
添
付
す
る
一
く
だ
さ
い
。
(
股
業
委
員
会
)

(毎月1日， 10日，20日発行)

二
月
四
日
は
節

一
…
メ
モ

…

r

分
、
五
d
立
春

一
…
家
庭
…

↓

日

}

き
び
し
い
謀
さ

一
の
う
ち
に
も
、
と
の
と
と
ば
を

一
聞
く
と
、
な
ん
と
な
く
明
る
い

れ
気
持
ち
に
な
り
、
わ
ず
か
ず
つ

日
あ
し
が
伸
び
て
く
る
。

梅
の
つ
ほ
み
も
ふ
く
ら
む
。
乙

の
月
は
春
へ
近
か
よ
る
準
備
の

月
で
す
。

)

二
月
は
と
か
く
ほ
こ

(
衣
)

〉

?

ズ

(

り

っ

ぽ

く

、
エ
リ
や

ソ
デ
の
よ
ご
れ
が
目
立
つ
。
家

で
着
る
も
の
や
小
さ
い
子
供
に

は
、
と
り
は
ず
し
の
き
く
カ
バ

ー
の
く
ふ
う
は
い
か
が
。

と
き
に
暖
い
日
さ
し
の
縁
が
わ

で
ほ
と
き
も
の
な
ど
の
整
理
。

き
し
む
糸
に
は
植
物
位
油
を
し

ま
せ
た
小
ぎ
れ
で
軽
く
と
す
る
と
考
え
た
い
も
の
で
す
。
大
火
に
な
る
。

ふ
だ
ん
の
注
意

と
よ
く
ほ
ど
け
る
。
あ
と
は
ぺ
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
さ
び
し
い
の

が
大
切
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

ン
ジ
ン
で
ふ
く
。
毛
糸
も
の
で
で
や
は
り
寒
さ
へ
の
抵
抗
力
を
が
、
家
の
申
を
い
つ
也
、
盤
国

は
エ
リ
ま
わ
り
の
ゆ
る
く
な
つ

つ
け
る
た
め
、
タ
ン
パ
ク
、
脂
肪
し
て
お
く
の
も
か
ん
要
で
す
。

た
も
の
は
、
チ
ェ
ー
ン
・
ス
テ
を
多
く
と
り
た
い
も
の
。
そ
ろ
貴
重
届
を
と
り
ま
と
め
る
か
、

ツ
チ
で
し
め
な
お
し
、
ソ
デ
口
そ
ろ
出
回
わ
る
青
野
菜
は
多
少
あ
る
い
は
分
散
さ
せ
る
か
い
ず

の
ゴ
ム
あ
み
は
あ
み
な
お
す
。
た
か
め
で
も
ビ
タ
ミ
ン
補
給
か
れ
に
し
て
も
所
在
を
は
っ
き
り

ま
た
二
月
は
冬
物
の
買
い
と
さ
ら
ぜ
ひ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
。

さ
せ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

窓
際
に
ハ
チ
植
の
尼
な
ど
い
か

二

月

の

衣

・

食

・

住

が
で
す
か
。
陰
つ
つ
な
冬
か
ら

春
を
待
つ
の
に
、
切
り
花
な
ど

で

す

。

そ

れ

に

食

ぜ

ん

に

春
近
し
を
つ
よ
り
自
分
で
手
が
け
る
ハ
チ
柏

(
配

)

毎
日
の
食
卓
に
の
せ

げ
る
背
物
は
な
ん
と
な
く
明
る

の
面
ど
う
を
見
る
の
も
よ
い
も

(

る

食

料

の
乙
と
で
す
く
気
分
を
ひ
き
た
た
せ
る
も
の
の
で
す
。

か
ら
、
メ
ー
ト
ル
法
に
も
す
つ

で

す

。

外

に
あ
る
庭
木
に
は
謀
肥
を
や

か
り
慣
れ
た
こ
と
で
し
ょ
v

つ
が
(
船
)

乙
の
月
か
ら
一ニ
月
に
る
季
節
で
す。

い
ま
は
化
学
肥

ま
だ
百
め
は
三
七
五
グ
ラ
ム
な
(
か
け
て
一
年
中
で
火
料
が
か
ん
た
ん
に
入
る
し
、
脳

ど
と
換
算
し
て
い
る
万
も
あ
る
災
の
い
ち
ば
ん
多
い
月
で
す
。
肥
法
も
む
ず
か
し
く
な
い
。
者

そ
の
も
の
ず
ば
り
0
0グ
ラ
ム
空
気
が
乾
煉
レ
て
い
て
思
わ
ぬ
か
ら
先
の
こ
と
を
楽
し
み
に
・:

税金はこわくない
知らないうちに完納

昭和 35年 2月 1日
(昭和35:tj三4月22F-1 1i~三陸郵便物認可)

長
崎
県
、
国
際
農
友
会
長
崎
県
支
部
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
度
派
米
農
業
活
務
者
を
募
集
中
で
す
。
希
望
者
は
急
い
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ム
資
栴

身
長

一
六
0
セ
ン
チ
、
胸
囲
は
身
長
の
半
分
、
背
筋
刀
一
M
J
キ
ロ
、
山内
力
問
O
ヰ
口
、
肺
活
量
問
0
0
0
α

ム
府
県
の
故
絡
選
者
二
月
中
旬
、
f
一一一
月
巾
旬

①
年
令
満
二
十
才
六
カ
月
以
上
一
一
一
十
才
六
カ
月
の
も
の

@

体
格
お
よ
び
体
力
は
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
紅
位
以
上
の
も
の
、
体
電
間
五
キ
ロ

ム
選
山
凶
月
よ
旬

t
十
月
丁
旬
ム
申
込
受
付

二
月
中
旬
ま
で

ム
群
集
人
員

一二
O
名
(木

県

)

(

川氏
林
間
)

派

米

農

業

労

務

者

を

募

集


